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児童福祉法等の一部を改正する法律（令和４年法律第

66 号）による改正・新旧対照条文（第１条及び第２条

関係の抜粋） 
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○

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

【
令
和
五
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

現

行

改

正

前

第
十
八
条
の
五

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
保
育
士
と
な
る
こ
と
が

第
十
八
条
の
五

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
保
育
士
と
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

で
き
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三

こ
の
法
律
の
規
定
そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令

三

こ
の
法
律
の
規
定
そ
の
他
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令

で
定
め
る
も
の
に
よ
り
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

で
定
め
る
も
の
に
よ
り
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

四

第
十
八
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

四

第
十
八
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消

り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
な
い

さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

者
五

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
二
条
の
五
第

五

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
二
条
の
五
第

八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
八
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又

八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
八
条
の
十
九
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
項
の
規
定

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し

に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し

て
三
年
を
経
過
し
な
い
者

な
い
者

第
十
八
条
の
十
九

都
道
府
県
知
事
は
、
保
育
士
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

第
十
八
条
の
十
九

都
道
府
県
知
事
は
、
保
育
士
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
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る
場
合
に
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
場
合
に
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
性
暴
力
等
（
教
育
職
員
等
に
よ
る

（
新
設
）

児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
七
号
）

第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行

つ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

②

（
略
）

②

（
略
）

第
十
八
条
の
二
十
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
（
第
十
八
条
の
五
各
号

（
新
設
）

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
登
録
取
消
者

」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
つ
た
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
内
容
等
を
踏
ま

え
、
当
該
特
定
登
録
取
消
者
の
改
善
更
生
の
状
況
そ
の
他
そ
の
後
の
事
情
に
よ
り
保

育
士
の
登
録
を
行
う
の
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
保
育
士
の
登

録
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

児
童
生
徒
性
暴
力
等
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
り
保
育
士
又
は
国
家
戦
略
特
別
区
域

限
定
保
育
士
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
国
家

戦
略
特
別
区
域
限
定
保
育
士
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者

二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
保
育
士
又
は
国
家
戦
略
特
別
区
域
限

定
保
育
士
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
保
育
士
又
は
国
家
戦
略
特
別

区
域
限
定
保
育
士
の
登
録
を
受
け
た
日
以
後
の
行
為
が
児
童
生
徒
性
暴
力
等
に
該

当
し
て
い
た
と
判
明
し
た
者

②

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
育
士
の
登
録
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
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、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
③

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
育
士
の
登
録
を
行
お
う
と
す
る
際

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
十
八
条
の
十
九
の
規
定
に
よ
り
保
育
士
の
登

録
を
取
り
消
し
た
都
道
府
県
知
事
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
二
条
の
五
第
八
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
八
条
の
十
九
の
規
定
に
よ
り
国
家
戦
略
特
別
区
域
限
定
保

育
士
の
登
録
を
取
り
消
し
た
都
道
府
県
知
事
を
含
む
。
）
そ
の
他
の
関
係
機
関
に
対

し
、
当
該
特
定
登
録
取
消
者
に
つ
い
て
そ
の
行
つ
た
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
内
容
等

を
調
査
し
、
保
育
士
の
登
録
を
行
う
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の

提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
の
二
十
の
三

保
育
士
を
任
命
し
、
又
は
雇
用
す
る
者
は
、
そ
の
任
命
し
、

（
新
設
）

又
は
雇
用
す
る
保
育
士
に
つ
い
て
、
第
十
八
条
の
五
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
該

当
す
る
と
認
め
た
と
き
、
又
は
当
該
保
育
士
が
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を
行
つ
た
と
思

料
す
る
と
き
は
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

②

刑
法
の
秘
密
漏
示
罪
の
規
定
そ
の
他
の
守
秘
義
務
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
前

項
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
虚
偽
で
あ
る
も
の
及
び
過
失
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
を

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
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○

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
六
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

【
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

第
十
八
条
の
二
十
の
四

国
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
氏
名
、
保
育
士
の

（
新
設
）

登
録
の
取
消
し
の
事
由
、
行
つ
た
児
童
生
徒
性
暴
力
等
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
内

閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
事
項
に
係
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。

一

児
童
生
徒
性
暴
力
等
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
り
保
育
士
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た

者
二

前
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
あ
つ
て
、
保
育
士
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
も

の
の
う
ち
、
保
育
士
の
登
録
を
受
け
た
日
以
後
の
行
為
が
児
童
生
徒
性
暴
力
等
に

該
当
し
て
い
た
と
判
明
し
た
者

②

都
道
府
県
知
事
は
、
保
育
士
が
児
童
生
徒
性
暴
力
等
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の

登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
、
又
は
保
育
士
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
（
児
童
生
徒

性
暴
力
等
を
行
つ
た
こ
と
に
よ
り
保
育
士
の
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）

の
保
育
士
の
登
録
を
受
け
た
日
以
後
の
行
為
が
児
童
生
徒
性
暴
力
等
に
該
当
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
前
項
の
情
報
を
同
項
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
迅
速
に
記

録
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

③

保
育
士
を
任
命
し
、
又
は
雇
用
す
る
者
は
、
保
育
士
を
任
命
し
、
又
は
雇
用
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
第
一
項
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
十
二
条

の
五
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
含
む
。
）
を
活
用
す
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る
も
の
と
す
る
。


